
広告主名

商品（サービス）名

施策名

期間

地域

使用媒体

エリアアクティビティ

釧路市

阿寒湖アイヌコタン アイヌ伝統工芸の発信

AINU meets ARITA

北海道 釧路市 阿寒湖温泉

プロモーション／WEB

1. 施策を行った背景や課題

2. 解決方法（SOLUTION）

3. 結果

4. 企画のポイント

アイヌ伝統工芸の内在的な問題と新型コロナ禍

アイヌ伝統工芸の産業基盤の弱さ
・アイヌ伝統工芸は一般的に高価で量産できないため
低価格で手に取りやすいアイテムが必要だった。

中小事業者の在庫リスク
・商品開発・販売による事業の成長が必要なものの、
投資し在庫を抱えるリスクが取れない現状があった。

新型コロナ禍における観光客減少
・阿寒湖アイヌコタンでの文化発信機会が損なわれ、
代替のアイヌ文化発信の取組が必要であった。

他地域の伝統工芸とのコラボによるアイヌ工芸の活性化

有田焼とのコラボレーション
・有田焼とのコラボレーションにより、
低価格アイテム開発と
PR的ニュースバリュー創出を実現

国のアイヌ政策推進交付金の活用
・交付金を活用し、地域にリスクのない
座組を構築

クラウドファンディングの実施
・在庫リスクを抱えることなく、販売と
海外・国内向けの情報発信を実現

プロジェクトを経て新たなタッチポイントを開拓

阿寒湖アイヌ作家デザインの有田焼皿が商品化
・取組を通じて、アイヌ文化・有田焼のコラボ商品ができ、
販売することができるレベルで形になった。

クラウドファンディングの成功
・国内・海外向けに展開したクラウドファンディングで、
合計でおよそ600万円の売上を生むことができた。
PR的メディア露出
・北海道や福岡、佐賀のTV・新聞での露出を獲得し、
取組の新規性を伝えるとともに、販売にも寄与した。

地域の事業者や工芸作家が活動する新たなモデルを開発

地域間の交流・コラボの実現
・北海道の阿寒湖アイヌコタンと佐賀県の有田町の窯元をマッチング、
2地域の特色を融合させたこと。

地域事業者のマーケティングモデル構築
・売れる商品そのものを持つことも、
投資する原資の捻出も難しい地域事業者に、
商品づくりから販売までのプロセスを示し、
実際に利益をもたらすことができたこと。
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